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1 はじめに
近年WWW(WorldWide Web)に代表されるインターネッ

トの情報サービスが普及するにつれ、莫大な情報からどのよ
うに自分の必要な情報を獲得していくかが問題になってきた。
この問題を解くひとつの鍵は検索技術であるが、もうひとつ
の鍵は情報の知的統合である。本稿では特に後者に絞り、情
報空間からいかに情報を獲得するか、そしてそれを統合する
かという問題（ネットワークを用いた知的情報統合 [16]）に
ついて議論する。

2 ネットワークを用いた知的情報統合
ネットワークを用いた知的情報統合には、これまで独立し

た分野として研究されてきた様々な分野が関係してくる。そ
こで、図 1はネットワークを用いた知的情報統合に関わる概
念を摸式的に示したものである。主な概念としては、ネット
ワークからどう情報を集めるかといういう情報収集、その情
報をどう利用者の目的に合わせて変化させるかという情報統
合、そういった情報のやりとりを同実現するかという情報流
通の３つがある。
まず、ネットワークからの情報収集 (information gather-

ing)としては、情報検索 (information retrieval)、情報フィ
ルタリング (information �ltering)[13]、ブラウジング (brows-
ing)の方法が挙げられる。情報検索はユーザが欲する情報の
仕様が明確でありかつ情報源が現にアクセス可能な時に有効
である。情報フィルタリングでは、情報源が動的に変わる場
合など現時点ではアクセスできない場合に有効である。ブラ
ウジングは欲する情報が明確でない時有効な方法である。ブ
ラウジングをどう知的にする試みはWebWatcher[1]や Letizia[6]
などがある。
情報の統合としては、情報分類 (information classi�catoin)、

情報抽出 (information extraction)、情報組織化 (inforama-
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図 1: ネットワークを利用した知的情報統合の枠組み

tion organizing)などが挙げられる。分類は収集しきた情報
を適当なカテゴリーに分けることであり、クラスタリングな
どの方法がこれまで行なわれてきた。抽出とは収集してきた
情報から必要な情報を抜き出すことであり自然言語理解など
に関連する。構造化とはさらにそれらの情報の関係づけを行
なうことであり、発想支援などとの関わりがある。情報抽出
の例としては、佐藤らの電子ニュースのダイジェスト自動作
成 [15]、後述の IICAなどがある。情報組織化の例としては
CM-2[7]がある。
ネットワークを用いた知的情報統合では、これら情報統合

が情報収集と独立に行なわれるのではなく、お互いに影響し
あって行なわれるところに特色がある。また、情報統合を自
分が行なうのではなく、他のところで行なったものを利用す
る場合も考えられる。
また情報流通の問題もある。これは情報源や情報利用者が

多数かつ異なる場合、どのようにして情報源と情報利用者の
関係を適切につくることができるかという問題である。具体
的には非均質情報源の統合、や仲介、知識共有などがテーマ
となる。

3 技術的背景
前節で述べたようにネットワークを用いた知的情報統合に

は様々な研究分野が関連してくる。そのなかで、特に鍵とな
る技術・研究は以下の点である。

1. 柔軟なテキスト検索技術
2. 頑強な自然言語処理
3. 知識体系
4. ユーザのモデル

2.はテキストを理解するという意味ではこれまでの自然言
語処理であるが、ここで必要なのは詳細な内容理解ではなく、
どういった内容が書いていあるかといった概略の理解である。
このためより浅いが頑強な自然言語処理、たとえば統計的な
処理やテンプレートを併用する方法 (FAQ Finder[2])、共起
関係を利用した方法 (例えばMETIS[10][11])などが用いられ
ている。
3.は広範な情報の関連性を知るための背景知識である。例

えば語彙体系や概念体系の利用が考えられる。汎用な概念体
系を目指したものとしては IICAのオントロジーがある。ま
た、語彙体系としてはWordNet[12][5]を利用しているものも
ある (FAQ Finder)。
4.はユーザの利用に沿った情報収集や情報統合ができるよ

うシステムにとって必要である。ユーザの嗜好の学習として
は、Web Watcher[1]などの学習するブラウザや一定の自律
性をもちユーザの代行を行なうインタフェース・エージェン
ト（例えばMaesの Learning Interface Agents[8][9]）など
が挙げられる。
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(define-pclass (温泉 ((has-one 温泉の名前)
(is-a 訪問地)
(has-some 風呂の種類)
(has-some 泉質)
(has-some 効能))))

(define-concept (効能 (is 傷病 with (or "効能>" "効果 "
"効く "))))

(define-concept (傷病 (or "+症>" "+傷>" "+病>")))
...

図 2: 属性概念の記述例

図 3: 情報抽出例

4 システムの実際
ここでは IICA (Intelligent Information Collector and An-

alyzer)を例にとり、インターネットからの情報統合の実際を
みていくことにする。
IICAはWWWから情報収集・分類・抽出を行なうシステ

ムである [3][4]。このシステムの特徴はオントロジーと呼ばれ
る概念体系を情報の収集・分類・抽出の 3つの段階全てを通
して利用することである。ここでの概念とはその特徴を示す
キーワードの集合とその属性を文章上での出現パターンで記
述したものである。後者は情報抽出のとく用いられる。概念
間は重みをつけた有向のリンクで結ばれたネットワークを作
る。

情報収集 情報の収集ではオントロジー上で指定した概念に
関するページを最初に指定したページからリンクでつながっ
ているページを順次見ていくことで収集する。この際、次の
リンクをみにいくかどうかは指定した概念およびその概念に
オントロジー上で近傍にある概念に関するキーワードを含む
かどうかで決定する。

情報分類 IICAにおける情報の分類は情報収集フェーズで収
集したページをオントロジー上の概念に割り付けることであ
る。ここでは各ページに対して空間ベクトル法 [14]によるキー
ワードの出現頻度を要素とする特徴ベクトルを計算し、これ
と各概念に対する特徴ベクトルとの類似度を計算することで、
ページを分類する。特徴ベクトルはその時にその概念に分類
されるページの特徴ベクトルに平均値である。

情報抽出 各概念には前述のようにその属性的概念を文章中
に現れるパターンを用いて記述しているので、これを用いて
各ページから必要とする情報を抜き出す。属性概念の記述の
例を図 2に示す。この方法を用いて同じ概念に分類されたペー
ジから表を作ることができる (図 3参照)。

5 まとめ
インターネットの情報を取り扱うシステムには従来のシス

テムに比べ、異質かつ乱雑な情報の特質を活かすような方法
が必要である。本稿ではそのための技術として柔軟なテキス
ト検索技術、頑強な自然言語処理、知識体系、ユーザのモデ
ル、を挙げた。また、システムの実例として、WWWから
情報収集・分類・抽出を行なうシステム IICAの紹介を行なっ
た。
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